
　　頃からクラスでの話し合いや1日の振り返りの時間を“ぺんぎん会議”と呼び、みんなで考
え、共有する時間を取り入れてきました。

回数を重ねることでみんなの前で発言することの抵抗も少なくなってきたのか、子どもたちか
らの意見が多く挙がるようになってきました。一方で、自分の思いをわかってほしいという思
いから、自分の考えを強く主張しそれが原因で言い合いになってしまったり、相手の思いをう
まく受け止められなかったりする様子も見られました。

そこで、より良いぺんぎん会議の時間にしたいという思いから『こどもかいぎ』という絵本を
もとに考える時間を設けてみました。

日

木の家作り

みんなで決めたルールの下で、考え、話し合うことで子どもたち同士で声を掛け合いなが
ら、ぺんぎん会議を進める姿が徐々に増えてきました。「明日をどんな一日にするか？」
そんなことも子どもたちの意見やアイディアを集めながらみんなで描き、日々を楽しんで
います。

「こどもかいぎ」の絵本を読んで、
“かいぎ”について考えることになりました！

『かいぎってなに？』
・話をすること
・みんなで一緒に考えること
・ひとりではできない

絵本を読んだ後に、ぺんぎん会議の約束を
みんなで決めることになりました。

①話を最後まで聞く！
②話が聞こえなくなってしまうからおふざけをしない！

また、話し合いにはテーマがあることを知り、
子どもたちが話し合いたいテーマを決める姿も
見られました。
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　　んぎん会議を通して、子どもたちの声から様々な遊びが広がりました！ぺ

お化け屋敷作り

「お化け屋敷を作りたい！」という声が挙が
り、クラスでの話し合いを通してイメージを共
有しながらお化け屋敷作りが始まりました。

「窓はどうする？」「カーテン閉める？」など
と、自分の考えを出し合うことでみんなとイメ
ージを共有しつつ、「窓にお化けを連れてく
る！？」「それいいね！」「連れてこよう！」
と、さらにイメージが膨らんでいく様子の子ど
もたち。

早速、様々な色のビニールテープを準備する
と、窓に思い思いのお化けを貼って表現し「こ
れは、ねこお化け！」「傘お化けができた！」
など、友達との会話を楽しむ子どもたち。窓い
っぱいにカラフルなお化けがやってきて、夏の
季節にぴったりな雰囲気のぺんぎん組になりま
した。

虫が好きな子どもたち。
虫だけじゃなく自分達も入れる家を作りたい！と、みん
なで木の家作りが始まりました。

木の色や葉っぱ、家の大きさなどみんなで話し合いなが
ら、作り進める姿が見られました。
友達の考えを知ることで新しいアイディアが生まれ、素
敵な木の家が完成しました！木の家のこじんまりとした
スペースで、好きな遊びを楽しむ子どもたちです。



テナガエビ捕獲作戦

　　くさんの応援お願いします！
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　　んぎんライブをしたい！色んな曲でダンスをしたい！ということで、ぺんぎんライブに
向けて準備が始まりました。日頃からダンスを楽しむ中で「次はダンスの洋服を作ろう！」
「応援グッズも作ろうよ」「お家の人を呼びたい！」「新しい曲でダンスしたい！」など、
子どもたちから様々な声が挙がりました！

子ども達がお家の方を招待したいという思いがあったため、いつ、どのような形で開催するか話し
合いをした際に「発表会の時にぺんぎんライブをして、お家の人に観に来てもらおうよ！」という
一声から子どもたちの気持ちが高まり、みんなで準備を進めてきました。

発表会でのぺんぎんライブが待ち遠しい子どもたちは、ホールでの発表会活動があることを知ると
幼稚園の友達を招待するためにチケットとポスター作りが始まりました！作ったポスターとチケッ
トを持って、自分たちで宣伝活動もする子どもたち。
チケット受け取り係やスポットライトを回す係など、スタッフの存在に気付き役割分担をしながら
ぺんぎんライブを楽しんでいます！

衣装作りではどこを切ったら洋服になるかをみんなで考え、教え合いながら作り進める姿が
見られました。また、うちわなどを作って友達の応援も楽しんでいます。アイドルのような
表情の子ども達にご注目ください！

ぺ

ダンス

ある日、な〜もの森で遊んでいる際に川の中に大きなハ
サミを持った生き物の影。ある子がテナガエビが泳いで
いるのを発見したようです。見逃してしまった子、初め
て名前を聞いた子もいて、捕まえてじっくり見てみた
い！と、テナガエビ捕獲作戦が始まりました！

「テナガエビの好きなご飯を置いたらいいんじゃな
い？」という声からエサを調べたり、仕掛けや竿を作っ
たりする子どもたち。

また、ある子がエサについて調べてきてくれた情報をも
とに、な〜もの森の畑でミミズを探したり、家からイモ
を持ってきたりしてくれる子もおり、テナガエビへの興
味が深まっていきました。テナガエビを捕まえることは
まだできていませんが、「やってみたい！」という気持
ちは、知ろう、学ぼうという原動力。
”みんなで考えて、試して、また考える”
そんな時間をこれからも大事にしていきたいです。

ダンスが好きな子どもたち！
朝の会での体操では、子どもたちから踊りたい曲のリクエ
ストが挙がるほどダンスを楽しむ姿が見られています。
また、音楽に合わせて表現する楽しさを味わうことで自信
にも繋がり、いきいきとした表情で踊る子どもたちです。

た
発表会でのぺんぎんライブに「お家の人を招待したい！」と、
意気込んでいる子ども達。
各ご家庭でお子さんと一緒に応援グッズを作って、ご参加いた
だけると嬉しいです！
子ども達の作ったグッズも参考にしてみてください。
ぺんぎんライブへのお越しを心よりお待ちしてます！

(ぺんぎん組ではうちわやペンライトを作りました！)


